
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いつもお世話になります。「３分間、待つのだぞ」のＣＭで一世を風靡したボンカレーの誕生は１９６８年。

それから 46 年たった今、累計販売個数は 25 億食を超え、フタを開けて箱ごと電子レンジで２分間「チン」

するだけの『ボンカレーネオ』の登場で、もはや３分間待つ必要もなくなりました。時の流れを感じますね。 

抜本的に間取りから見直す大規模な工事のリノベーションは、ライフスタイルや趣味に

こだわりを持つ「自分好みの住まいを求める若い世代」に人気です。リノベーションの

費用を追加しても新築物件より安い上、中古マンションは立地がよいのも魅力です。欧

米では一般的なリノベーションが、新築信仰が根強い日本にも浸透しつつあるようです。 

中古マンションを購入前に改造する「リノベーション」が注目

を浴びています。水回りや壁紙など小規模なリフォームに対し、 

今月の商売のヒント：【胸に秘める強い信念】 
 

今では当たり前のように使われている「有言実行」という四字熟語。ご存知のように「言ったことは必ず実

行する」という意味で、責任を問う場面などでよく耳にします。しかし、「有言実行」はもともとの言葉では

なく、「不言実行」から派生した造語のようなものだそうです。 

不言実行とは、文句や理屈を言わずに黙って「なすべきことをする」こと。かつ 

て、奥ゆかしさや慎ましさをよしとした時代には、不言実行が美徳とされました。 

「古者の、言をこれ出ださざるは、躬（み）の逮（およ）ばざるを恥づればなり」 

とは孔子の『論語』の一節で、昔の賢者が軽々しく言葉を口にしなかったのは、 

自分の言葉に実行が追いつかないのを恥としたためであるといった意味でしょう 

か。つまり、自分で言ったことを実行できないのは恥だと考えていた孔子は、言

葉には慎重であるようにと説いたのです。 

軽はずみな言動は恥どころか信用を失います。孔子の言うとおり言葉には慎重でありたいものですが、最近

は有言実行の意味合いが「やろうとしていることを口に出す」に変わってきて、不言実行より立派な態度だ

と見なされる傾向があります。そのせいか、自分の思いや目標を口にしてアピー 

ルすることが、成功の秘訣だという風潮も感じられます。 

口ばかりの「有言不実行」に比べたら、約束事を口にして自ら退路を断ち、覚悟 

をもって行動することは大したものです。しかし、努力を人に言わず、その姿を 

見せもせず、人知れず淡々とひたむきに成果を出し、けれど自慢することもなく、 

それでもなお努力を続けることは、純粋に自分との勝負である分、口に出す以上 

に強い信念が問われるものです。気軽に言葉にしないで胸の内に秘めた思いが本物であれば、やがて成熟し

て実りの時を迎えるでしょう。そのときあなたの言葉にはさらに重みが増し、振り返ればそこには確かな足

跡が刻まれていることだと思います。 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

元 氣 と 氣 づ き を 提 供 す る       

豊島区池袋の佐藤茂税理士事務所♣♣♣ 

豊島区池袋 2-60-7 ルート池袋第 3 ビル 4 階 

電話：03-3988-8820 FAX：03-3988-8824 

http://www.satousigeru.jp 
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【ドラことば 
心に響くドラえもん名言集】 
--------------------------- 
国民的漫画『ドラえもん』の名
セリフを集約したものです。思
わずうなずいてしまうのび太
への叱咤激励やジャイアンの
笑える言い訳。その中には多く
の感動と気付きがありました。
朝礼でも引用できる一冊です。 

歌舞伎役者である十八代目・中村勘三

郎の言葉。何事も基本ができていなけ

れば「型なし」となる。基本を踏まえ

た上、さらに高みを目指すことを「型

破り」という。 

【豊かな社会を目指した名経営者：松下幸之助】 

 

電気の将来性を見抜き、一代で「世界の松下」を築き上げた稀代の

名経営者・松下幸之助は、１８９４年現在の和歌山市に生まれまし 

た。実家は裕福な名家でしたが、父が米 

相場で失敗。一家は財産を失い、幸之助 

は 10歳で小学校を中退して大阪に丁稚 

奉公に出ます。自転車店の奉公で社会人 

としての基礎を仕込まれ、商売人として 

の素地を鍛えた幸之助は、次第に電気に

興味を抱き 16 歳で現在の関西電力に転職します。真面目な仕事ぶ

りと高い技術力が評価され大きな現場も経験しました。１９１７年

23 歳で独立、草創期の売上苦戦や金融恐慌による不景気を乗り越

えて、１９３２年には従業員 1200 人を抱え、大阪の門真に大工場

を建設するほどに成長しました。この頃、幸之助は「生産者の使命

とは何か」を自問し続け、自身が得た結論を全社員に伝えます。幸

之助がたどり着いた生産者の使命とは、「この世の貧しさを克服す

ること」。水道水のように安価で豊富に物資を世に送り出すことで

貧をなくし、人々を幸せにしたいという「水道哲学」がここで生ま

れました。「事業部制」「週休２日制の導入」「終身雇用制」など、

幸之助の経営策は世界から高い評価を受けました。「企業は社会の

公器」「不況こそ好機」「経営は総合芸術」。数々伝わる幸之助の名

言を、その背景とともに振り返ると新たな発見がありそうです。 

【今月の教えてキーワード：排他的経済水域】 

領海（幅 12カイリ）の外側にある経済的な管轄権が与えられた海域のこと。海洋は国際的に領海、接続海域、

排他的経済水域、公海の４つに分けられる。排他的経済水域は沿岸国の領土から 200カイリ（約 370km）まで

とされ、漁業や鉱物などの天然資源の探査や利用が認められている。経済活動の面では領海と同じ扱いだが、

外国船の航行では特段の制限はなく公海と同じ扱い。境界を巡っては二国間の対立の原因となることもある。 
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